










〔むすび〕 

小児のターミナル・ケアはきわめて困難で苦痛の多い仕事である。そのため,患児・両親・

家族に対する配慮のみでなく,医療チーム各員の心身両面にも配慮を忘れてはならない。と

くに,直接患児のケアにあたる若い医師やナースの心身両面の疲労は激しく,さらに患児の

死亡により強い挫折感,無力感を抱くものが少なくないので,日頃から死について考える機

会を与えるのみでなく,死亡症例を経験するたびにカンファレンスをして各人の感想,挫折

感,敗北感,無念さなどを述べあったり討論することは,ターミナル・ケアの進歩のためのみ

ならず,若いスタッフの精神衛生のためにもきわめて有用である。今後も,死にゆくこども

の福祉のために小児のターミナル・ケアの改善と研究の継続が強く望まれる。 


